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本実践発表の目的

発表者らが実施し経験した「大学院の授業」×「地域支援者の研修」の場
で、どのような活動を通してどのような学びが形成されたのかを、エー
ジェンシー概念をもとに検討する。
⇒多様で複雑な子どもの日本語教育文脈において、各地域の状況に応じて
教育・支援を創造的に実施できる人材を育むために養成・研修では、何
が求められるのかについて議論したい。

OECDの「Education2030」によるエージェンシー

「変化を起こすために、自分で目標を設定し、振り返り、責任をもって行
動する能力」（白井2020:79）

白井俊(2020)『OECD Education2030プロジェクトが描く教育の未来―エージェンシー、資質・能力とカリキュラム』ミネルヴァ書房
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・JSL児は少数・散在。
・日本語教室加配無。
・体制はないが、学校・自
治体によっては態勢あり。

・JSL児は多数・集住。
・英語母語・重国籍。
・転出入頻繁。
・日本語教室加配は多いが、
日本語指導体制整備不十分。

・JSL児は多数・散在。
・中国語母語。
・支援体制が不安定。

沖縄市

沖縄県における子どもの日本語教育の状況

中部（基地所在地）

南部（那覇市）

北部・離島
南部（那覇市以外）



集住地域
（基地所在地）

vs.
散在地域

（基地のない地域）

➨子どもの母語、在留資格、
家庭の状況。
➨英語指導の可否、将来的
な日本語の必要性の有無。

留学生の日本語教育
（大学院・大学副専攻）

vs.
子どもの日本語教育

（学校教員養成の大学）

➨ 子どもの日本語教育・
子どもの発達の知識
➨ 日本語教育の知識技能

本務教員
（学級担任）

vs.
臨時任用教員

（日本語指導教員）

➨学級と日本語教室の分
断。
➨研修機会は十分にない。

関係者の連携・知識の共有を図るため2014年に「沖縄県子ども日本語教育研究会」立ち上げ

将来の担い手養成と現支援者・教育者の力量形成のための「大学院生と地域支援者の学び合い」の場

子どもの日本語教育にかかわる多様な人々

JSL児童生徒 公立学校の教員 日本語教員養成



本実践の概要（シラバス）

①実施時期 2021年8～9月の4日間（15時間）
②実施形態 同時双方向オンライン

（Web会議システムZoom）
③参加者 県内A大学大学院の日本語教育専

攻等の院生4人
研究会の9人（教員3，大学教員3、
元教員1、学部学生2）

④15時間のシラバス

1
形態 オリエンテーション（目標、スケジュー

ル・内容、成績・評価） 自己紹介

2
講/グ学校における外国人児童生徒の受け

入れ状況・指導体制

3
講/グ外国人児童生徒を捉える視点 社会

的背景 言語・文化等

4
情/交地域における教育・支援の実際①

A：高橋美奈子（琉球大学） B：北上
田源（琉球大学）

5 講/グ事例から学ぶ① 文化間移動と文化適応

6
講/グ事例から学ぶ② 複数言語環境にある子どもの

言語習得

7 講 子どもに応じた日本語コースの設計

8
情/交地域における教育・支援の実際② C：吉平正美

（小学校教員） D：美佐志若穂（小学校教員）

9
講/演子どものための日本語指導 サバイバル日本語

（トピックや活動の検討）

10
講/演子どものための日本語指導 日本語基礎プログ

ラム（年齢を考慮した活動の検討）

11
講/演子どものための日本語教育 技能別日本語（事

例の検討）

12
講/演子どものための日本語教育 教科と日本語の統

合学習プログラム1（理論の学習と事例の視聴）

13
講/演子どものための日本語教育 教科と日本語の統

合学習プログラム2（学習指導計画の作成）

14
講/グ外国人児童生徒教育を捉える視点 ライフコー

ス 社会参加

15交 まとめ



活動の工夫① 子どもの実態・教育課題に
照らして実践・支援の意味を検討

＜第４時 問い＞
ゲストの報告「地域における実践・支援
の実際」に関して話し合いましょう。

①活動に参加した子どもたち（参加
者）は、どのような課題・問題を解
決できるようになるだろうか。

②活動はどのような側面でエンパワメ
ントになっているでしょうか。
A 異文化適応、関係づくり
B 言語習得や認知・学力面の発達
C 自己実現・社会参加

多言語スピーチ活動↑
髙橋美奈子

アメラジアンスクール
社会科の授業実践

北上田源→



「地域における教育・支援の実際①」に関する話し合い

＜A 研究会が実施した多言語スピーチについて＞
・自分が話しやすい言語で自分を自由に表現することでアイデンティティの確立や自己肯定
感を高めることにつながる（院生）。

・他者に話す機会を通して自分の経験を自分で振り返る機会になり、それが今後の成長の土
台となる（地域支援者）。

＜B アメラジアンスクールにおける 社会科の授業実践「移動する人物」について＞
・自分と同じアメラジアンの先輩の話
を聞くことで、自分の将来を具体的
にイメージして考えられる（院生）。

・教科を横断した学習ができる。
日本のマジョリティからではなく、
外国ルーツの子どもから見た社会
を学ぶことができる（地域支援者）。



活動の工夫② 既成の活動プランの修正
内容と日本語の統合学習の設計

＜第１0時の課題＞
体験した文型「～たいです」の活動を
次の点で変更しましょう。
①次を考慮して場面を設定
・子どもの興味関心
・直面する課題・問題場面
②考えさせる活動を織り込む

＜第13時の課題＞
「JSLカリキュラム」の実践例「月」（動画）を「参
加のための日本語」「思考活動」「支援の工夫」の３
点から観察しましょう。
＜第14時の課題＞
教科と日本語の統合学習の考え方（「JSLカリキュラ
ム」）で４年算数科「折れ線グラフと表」の授業をし
ます。在籍学級の学習に先行して、１時間の取り出し
指導で実施します。その子どもが、在籍学級の学習に
参加できる
ようにどの
ような授業を
しますか。

対象児童：４年生 来日１年 非漢字圏
おしゃべりはなんとかできる（DLAステージ２）
平・片仮名○ １年の漢字半分
棒グラフは学習済み（算数の力は学年相応）



作成した「JSLカリキュラム算数科」折れ線グラフの指導案例

〇目標の設定
教科の目標と日本語の目標の設定

〇既有知識や経験を活性化
グラフに季節がイメージされる食べ物のイラストを
貼る。

〇体験・具体物の支えのある探究活動
・数日前から気温を記録しておき、その変化をグラフ化。
・実際に温度計で気温を読み取り、記録。

〇活動と表現の関連付け
・グラフの読み取り・作成活動で
「気温が上がる」「下がる」「変わらない」を使って
やりとり

・まとめの説明で（話しことば→書きことば）
作成した折れ線グラフを気温の上がり下がりに着目し
て説明する。



活動の工夫③
資質・能力「豆の木モデル」に照らした省察

1時間目
①学生の皆さんは、将来的に携わる可能性
があるとして、現職の皆さんは、日本語指
導担当・学級担任・管理職として、地域活
動をなさっている皆さんは、支援者として
大学教員の方は、日本語教師養成を行う立
場として配布した「自己評価票」で、自身
の今を客体化して捉えてみましょう。
②資質・能力モデル「豆の木モデル」から、
自己研修としてどのような側面のどのよう
な力を高めたいと思いますか。

15時間目
①この授業を通してどのような気づきや見方の
変化がありましたか。配布した「自己評価票」
に照らし（どの要素（力）・課題に関して）て
振り返ってください。
②皆さんは、今後の自己研修で、この資質・能
力モデル「豆の木モデル」のどの側面でどのよ
うな力を高めたいと思いますか。
学生：将来的に携わる可能性があるものとして
現職の方：日本語指導担当・学級担任・管理職として
地域で活動をしている方：支援者として
大学教員の方：日本語教師養成を行う立場で

＜省察のための問い＞



資質・能力の４要素と
課題領域

求められる具体的な力

捉える力

子どもの実態
の把握

文化間移動と発達の視点から、外国人児
童生徒等の状況を把握することができる。

社会的背景の
理解

外国人児童生徒等の背景や将来を、社会
的、歴史的文脈に位置付けることができる。

育む力

日本語・教科
の力の育成

外国人児童生徒等の実態等に応じ、言語
教育に関する専門的知識に基づいて、日
本語・教科の教育を行うことができる。

異文化間能力
の涵養

外国人児童生徒等と周囲の子どもとの相
互作用を通して、双方に異文化間能力を
育てることができる。

つなぐ力

学校づくり
保護者や地域の関係者と連携・協力して、
よりよい支援、教育のための学校体制をつ
くることができる。

地域づくり
異なる立場の人々と協働しながら、学習環
境としての地域づくりをすることができる。

変える／
変わる力

多文化共生社
会の実現

社会的正義と公正性を意識し、多文化共
生を具現化することができる

教師としての
成長

外国人児童生徒等に関する教育・支援活
動を振り返り、自己の成長につなげること
ができる。

豆の木モデル：外国人児童生徒等教育を担う
教員の資質・能力モデル

公益社団法人日本語教育学会 文部科学省委託「外国人児童生徒等教育を担う教員の養成・研修モデルプログラム開発事業」2017～2019

「捉える力」「育む力」「つなぐ力」が
相互に関わりながら実践を動かし、
「変える・変わる力」がそれを推し
進めるとい うイメージ

「外国人児童生徒等教育」担当教員の資質・能力

公益社団法人日本語教育学会(2020)『外国人児童生徒等教育を担う教員の養成・研修のための「モデルプログラム」ガイドブック』参照 https://mo-mo-pro.com/report



テレビ番組で紹介されていた学校の事例から、子どもの日本語教育には母語サポートをする先生方いるのが当
たり前だと思っていましたが、現場の先生方の学校にはいないと聞いて驚きました。また、学習の理解には母
語サポートがよいと考えていました、周りの先生方が任せっきりになる、自分で問題解決する力が育たないと
いう問題もあると聞き、母語の必要性を考えさせられました。

日本語教育領域を専攻していますが報道関係に就職したいという夢があります。この授業や現役の先生方の
お話から知った日本語教育の実態や日本語教育で支援が足りていないこと、予算が足りていないことを、さ
らに自分で掘り下げて、日本語教育の現状を実際の声を拾いながら伝えていく活動をしたいです。

現場の先生からも課題として挙げられていましたが、誰か一人がすべて対応するのではなく、連携をとりなが
ら情報を共有してチームとしで支援することが、十分な支援を可能にする環境づくり近づくのではないかと考
えました。

現役の先生方のお話の中では、保護者が自分の子どもが日本語支援を必要な状況にあることに気づけないケー
スがある。また、学習能力に問題があるのか言語に問題があるのかの見極めることも難しいとのことだった。
学校に日本語支援が必要かどうかを見極められる環境をつくる必要があると感じた。

院生ａ

院生b

成果と課題１：大学院生のコメント

院生ｃ

院生ｄ

既有知識の更新

実践現場の理解

当事者としての関わり方

実践現場の理解



普段は、実践や現場という視点から考えることが多いので、制度の部分や理論の部分から考
えることができたのはとても大きかったです。自分のやっていることや、学校の様子、今後
の日本語教育など、俯瞰的に見ることができる時間になりました。

私は小学校教員の免許のみで、日本語教師の資格を取得していないこともあり、日本語教室
の子ども達と日々関わる中で、子ども達の日本語指導方法について悩むことが多くありまし
たが、今回の講義を通して「育む力」の学びが大きかったと感じています。

4月から教員になるので、まずは自分の身近なところから共生社会の実現に向けて取り組んで
いきたい。教員になったら、子どもの実態や様子を学校の教員や保護者に伝えて、子どもが
過ごしやすい学校づくりをしたい。

大学院生や地域支援者と実践方法の検討を一緒に行うことで、より多面的な見方や複眼的な
視点といったことを意識するきっかけになったと思います。具体的にどうしたらいいのかの
ヒントを得たので、実際に働きかけていきたい。

小学校教員A

小学校教員B

成果と課題2： 地域支援者のコメント

小学校教員C

学習支援員（学部学生）

視点の獲得
専門領域の越境
自己の力量の評価
役割の再設定



教育委員会に、日本語指導の教員配置校以
外の学校でも指導できるよう集中講義の資
料を携え働きかけ、支援体制拡充に尽力。

県内唯一の教育学部教員としての社会的
な役割や責任を再認識し、小学校のみな
らず、幼稚園、中学校、高校においても
現場の教員・教育委員会と支援体制整備

のための協議・連携を実行中。

集中講義の学びからJSL児童生徒にかかわ
る卒業研究をより深めることができ、最終
発表会では後輩たちにも影響を与え、日本

語支援の輪を広げることに貢献。

沖縄県内で散在しているJSL児童生徒が、
つながり、ともに活動できる場をNPOとし

て設置できないか画策中。

地域の教育当事者としてのエージェンシーの育成

小学校教員B 元小学校教員

成果と課題3： 地域支援者のその後の活動

学習支援員（学部学生）2名 大学教員


